
！暑
い
、サ

シ
バ
も
熱
い
一

夏
の
風
物
詩
、

「浅
草
サ
ン
バ
カ

ー
ニ
バ
ル
」
が
２５
日
、

東
京

・
浅
草

の
雷
南
通
り
な
ど
で
行
わ
れ
、

浴
道

に
は
紅
伊
Ｚ
予
千
大
分
見
物
客
が
講

め
か
け
た
Ｈ
写
真
、越

田
省
吾
撮
影
。

一
東
京
の
最
高
気
温
は
３２
・
９
度
。

晴
天
の
も
と
で
、

赤
や
緑
い
青
な
ど

の
大
き
な
羽
根
の
つ
い
た
衣
装
を
ま

と
っ
た
ダ
ン
サ
ー
が
、

サ
ン
バ
の
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
、

歌
い
漏
っ
た
。

東
京
の
夏
の
終
わ
り
を
彩
る
イ
ベ

ン
ト
が
２５
日
、

都
内
２
か
所
で
開
か

れ
た
。

最
高
気
温
が
３０
度
を
超
え
る

厳
し
い
残
暑
と
と
も
に
、

踊
り
手
と

観
客
の
熱
気
が
街
を
包
ん
だ
。

残
暑
な
ん
の

近
く
で
午
後
６
時
、「第

５‐
回
東
京
高

円
寺
周
波
お
ど
り
只
読
売
新
聞
東
京

本
社
な
ど
後
緩
）＝
写
真
左
、伊

藤
紘

二
撮
影
１１
卜が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

そ
ろ

い
の
法
被
や
浴
衣
に
身
を
包
ん
だ
約

７
０
０
０
人
の
踊
り
手
が
太
鼓
や
か

ね
の
奏
で
る
お
囃
子
に
合
わ
せ
、

「
ヤ

ッ
ト
す
１
、

ヤ
ッ
ト
ヤ
ッ
ト
」
の
掛
け

声
で
登
場
し
、

沿
道
を
埋
め
た
観
客

を
魅
了
し
た
。

２６
日
も
行
わ
れ
る
。

一
方
、

東
京

・
浅
草
で
開
か
れ
た

（同
）
＝
同
右
、

清
水
敏
明
撮
影
――
。

パ
レ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
約
４
６

０

，０
人
つ
ダ
シ
サ
ー

が
参
加
し
ヽ
頭

や
背
中
に
色
鮮
や
か
な
羽
根
飾
り
を

付
け
た
ダ
ン
サ
ー
ら
が
ラ
テ
ン
の
リ

ズ
ム
で
軽
快
な
ス
テ
ッ
プ
を
披
露
す

る
と
い
袖
莉
万
人
の
観
衆
か
ら

「格

好
い
い
」な
ど
と
声
援
が
あ
が
っ
た
。

工南 れ

難魏
鱗
影
村
評
惑

高
「第
監
評
約
ガ土…
斜
中

れ エ

拓存スq

桂筆者再奏怒 い

確
戴
要

　
巾
李
参
希
車
け

の

「浅
草
サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ

ル
」
が
二
十
五
日
、

東
京
都

合
東
区
の
雷
門
通
り
な
ど
で

開
か
れ
、

二
十
七
チ
ー
ム
約

四
千
五
百
人
の
ダ
ン
サ
ー

が

歌
や
踊
り
を
披
露
し

た
――
写
真
．

◎
―
年
後

一
時
す
ぎ

か
ら
、

色
鮮
や
か
な

衣
装
と
羽
根
飾
り
を

ま
と

っ
た
ダ
ン
サ
ー

た
ち
が
、

約
八
百
肝

の
路
上
で
次
々
と
軽

快
な
ス
テ

ッ
プ
を
刻

む
と
、

沿
道
か
ら
拍

手

が

わ

き
起

こ

っ

た
。

◎
…

雷
門
の
前
で
見
て
い
た

東
京
都

江
戸
川
区

の
会
社

員
、

松
口
昇
さ
ん

（４３
）
は

「
圧
倒
的
な
パ
ワ
ー
と
情
熱

を
堪
能
し
た
」
と
笑
顔
。

多

く
の
観
客
は
陽
気
な
リ
ズ
ム

に
つ
か
の
間
、

暑
さ
を
忘
れ

て
い
た
。

静 み 駒

B4み 玖


